
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
加

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
占
め
る
認
定

者
の
割
合
は
約
３
割
で
、65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
高
齢
者
に
比
べ
て
約
７
倍
と
な

っ
て
お
り
、高
齢
に
な
る
に
伴
い
、介
護

や
支
援
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
加
す
る

な
か
で
、お
一
人
お
ひ
と
り
が
、若
い
と

き
か
ら
健
康
の
増
進
に
努
め
、高
齢
に
な

っ
て
も
、心
や
身
体
の
健
康
を
維
持
・改

善
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、介
護
給
付
費

の
増
加
も
少
し
ず
つ
抑
制
で
き
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、み
な
さ
ん
の
心
や
身
体
の
状

態
に
合
わ
せ
た
介
護
予
防
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
高
齢
者
健
康
教
室

（
ひ
ざ
腰
元
気
教
室
）

お
近
く
の
公
民
館
な
ど
で
、元
気
な
高

齢
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。教
室

修
了
後
は
、自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

●
通
所
型
介
護
予
防
教
室

（
に
こ
に
こ
教
室
）

要
介
護
や
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
虚
弱
な
高
齢
者
を
対
象
に
、運
動

器
の
機
能
や
口
腔
機
能
の
維
持
の
た
め

の
教
室
を
送
迎
付
き
で
開
催
し
て
い
ま

す
。み

な
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、介
護
予
防
事

業
に
積
極
的
に
参
加
し
、ご
自
身
の
元
気

で
健
康
な
時
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

●
高
齢
者
福
祉・介
護
保
険
制
度
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
次
の
３
年
間
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、無
作
為
に
抽
出
し
た
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
郵
送
い
た
し
ま
し
た
。ご
協
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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問
合
先
高
年
介
護
課

35-

３
１
８
１

あなたの心と身体の状態を確認しませんか！

生活機能チェック
市では、介護予防を目的として、日常生活のため
に必要な心と体の状態を確認するための「生活機
能チェック」を実施します。

22年度までは、『生活機能評価』という名称で、「基本
チェックリスト」と医療機関で「生活機能検査」を行い、
生活機能の低下を判定していましたが、23年度からは
「基本チェックリスト」のみでの確認になりますので、
ご注意ください。

対　　象 65歳以上の方（要介護認定されている
方を除きます）

内　　容 「基本チェックリスト」（心と身体につ
いての問診票）を郵送し、生活機能の低
下の状態を確認します

申込方法 ２月下旬以降に各世帯に送付される
「高山市健康診査・がん検診等申込書」
で申込み

申込期限 ３月14日㈪まで

●温泉保養施設の入浴料助成

指定温泉保養施設を
募集します

市では、65歳以上の方
や障がい者の方を対象
として、温泉保養施設や
公衆浴場の利用料金の
半額を、１人年間20回ま

で助成していますが、このほど、その温泉保養施設
や公衆浴場を公募します。
既に指定を受けている施設を含め、指定を希望

する施設は、高年介護課までお問い合わせの上、お
申し込みください。
利用者の心身のリフレッシュの場を広げるため
にも、多くの対象施設の申し込みをお待ちしてお
ります。
対象 市内の温泉保養施設または公衆浴場　
申込方法 高年介護課に問い合わせの上、申込用
紙を請求または市ホームページからダウンロード
し、２月28日㈪までに申込み
http://www.city.takayama.lg.jp/kounenkaigo/koureisya1.html

申込・問合先 高年介護課　　35-3181

問合先 高年介護課　　35-3181


